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急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る

所
得
税
会
計
の
保
守
主
義

|
|
ア
メ
η
ノ
オ

「
急
速
税
務
波
佃
償
却
」
研
究
付

1
i

高

寺

貞

男

周
知
白
よ
う
に
税
務
会
計
は
財
務
会
計
に
大
空
左
影
響
を
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
減
価
償
却
実
務
に
お
い
て
特

に
顕
著
で
あ
る
。

「
連
邦
所
得
税
の
運
用
は
、
た
し
か
に
減
価
償
却
費
会
計
で
採
用
さ
れ
る
実
務
に
た
い
し
こ
れ
ま
で
長
い
間
支
配
的

影
響
を
及
し
て
き
た
し
、
ま
た
判
明
に
与
て
い
る
。
税
法
の
施
行
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
諸
規
則
は
株
主
へ

D
利
益
報
告
を
規
制
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
減
価
償
却
会
計
に
必
げ
る
実
務
は
税
務
上
白
取
扱
い
に
従
ヲ
て
い
る
。
」

事
実
、

一
九
五
四
年
内
閣
歳
入
法
が
、
モ

れ
ま
で
税
務
上
適
用
し
う
る
償
却
法
を
原
則
と
し
て
定
額
法
に
か
ぎ
ヮ
て
い
た
制
限
を
取
除
吉
、

一
九
五
四
年
一
月
一
日
以
後
に
取
得

し
た
耐
周
年
数
三
年
以
上
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
「
急
速
税
務
減
価
償
却
L

と

総

称

さ

れ

る

、

級

数

日

岨

減

法

、

他
の
一
貰
し
た
万
訟
(
以
上
の
三
方
法
を
以
下
「
逓
減
償
却
法
」
之
略
称
す
る
)
の
選
択
を
認
め
も
以
来
、
財
務
会
計
に
お
け
る
減
価
償
却
実

2
0
0
%〕
定
率
法
、

務
は
大
古
く
変
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
全
国
〔
原
価
〕
会
計
士
協
会
N
A
〔C
〕
A
臼
最
近
白
調
査
に
よ
る
と
、

一
九
五
四
年
ま

で
は
調
査
対
象
と
な
っ
士
五
五
社
の
う
ち
三
社
以
外
は
す
べ
て
税
務
会
計
と
財
務
会
計
に
沿
い
て
と
も
に
定
額
法
を
使
用
し
て
い
ね
が
、

急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
帯
税
金
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

九

第
六
号

て己



急
車
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
会
計
の
保
守
主
義

第
人
十
四
巻

第
六
号

/、

l"l 

O 

一
九
五
四
年
の
歳
人
法
改
正
を
契
機
と
し

τ、
第
一
表
に
み

b
れ
る
よ
う
に
、
四

O
社
が
税
務
上
逓
減
償
却
法
の
遷
択
を
ゆ
る
さ
れ
た

資
産
に
た
H
し
定
率
法
ま
た
は
級
数
逓
減
法
主
選
択
し
、
モ
の
う
ち
白
一
二
五
社
は
そ
れ
を
モ
?
ま
ま
財
務
会
計
に
持
込
ん
で
使
用
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
残
り
む
五
社
は
税
務
上
逓
減
償
却
涯
を
選
択
し
て
い
な
が

b
、
つ
ぎ
の
よ
ろ
な
理
由
か
、
り
企
業
会
計
で
は
い
苦
ん

と
し
て
定
額
法
ま
た
は
生
産
高
比
例
法
を
継
続
的
に
用
い
て
い
る
。

減 価償却方法別会社数

財
同
一
一
粒
子
一
一
一

」』」
l
F」

1

工一一一

rp

第 表

49 

551 
55 

NAA. Currcnt P-ract.ce帥 Accountingfor Dcprcciauon. 1958， 

四 .6(E油 ibit3)， 20 (Exh出t3)より作凪

「
原
仰
が
急
速
に
償
却
さ
れ
る
諸
年
度
に
は
、
利
益
は
歪
め
ら
れ
る
。
報
告
利

益
が
減
少
す
れ
ば
、
株
価
は
低
落
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
拡
張
の
た
め
の

追
加
資
本
の
増
加
を
困
難
に
し
、
あ
る
い
は
よ
り
費
用
の
か
か
る
も
の
と
す
る
。
」

「
定
額
法
は
簡
単
で
あ
り
、
刺
益
図
表
の
作
成
に
と
っ
て
も
っ

k
も
好
ま
し

い
も
の
で
あ
る
υ

」

「
定
額
法
を
採
用
す
る
の
は
、
そ
れ
が
一
般
に
認
め
ら
れ
た
方
法
で
あ
り
、

資
産
の
耐
用
年
数
聞
に
適
切
な
償
却
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
〔
し
か
し
〕
税
務

上
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
拡
張
計
画
に
と
っ
て
財
務
的
に
有
利
だ
か
ら
、
級
数
逓
減

法
が
採
用
さ
れ
た
。
」

こ
の
よ
う
に
税
務
会
計
で
は
逓
減
償
却
法
主
選
択
し
て

W
な
が

b
、

他
方
財
務
会
計
で
は
定
額
法
主
用
い
る
場
合
に
は
、
〔
法
人
〕
所
得
税
の

支
払
は
部
分
的
に
の
ち
の
諸
年
度
ま
で
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ

の
場
合
、
所
得
税
が
利
益
処
分
と
し
て
取
扱
わ
れ

τ
い
る
我
国
で
は
財

務
会
計
上
一
応
問
題
の
お
己
る
余
地
は
な
い
が
、
所
得
税
の
費
用
性
が



一
般
に
認
め
ら
れ
、
か
つ
実
務
に
治
い
て
も
費
用
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
あ
る
期
間
に
実
際
に
支
払
わ
れ
た
所
得

税

m
w
n
z
m
-
E
M
g
と
(
当
期
間
の
課
税
前
企
業
利
諸
に
〔
法
人
〕
所
得
税
率
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ
た
)
正
常
化
さ
れ
た
〈
均
等
化
さ
れ
た
〕
所
得

税

B
E
E
N
O血
(OAS-円
N
o
e
s
H自
の
い
ず
れ
を
期
間
費
用
と
て
へ
き
か
と
い
う
問
題

l
l所
得
税
の
期
間
性
〔
期
同
配
分
〕
の
問

題
ー
ー
が
生
じ
て
く
る
。

と
の
よ
う
な
問
題
に
づ
い
て
ア
メ
リ
カ
公
認
会
計
士
協
会
A
I
C
P
A
〔
A
I
A
〕
会
計
手
続
委
員
会
が
、

一
九
五
四
年
内
国
蔵
人
法

施
行
後
い
ち
は
や
く
モ
の
年
の
一

O
月
に
作
成
し
た
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号

l
l定
率
償
却
」
の
第
四
ハ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、

各
種
の
償
却
資
産
の
規
則
的
な
取
替
え
と
漸
次
的
拡
張
が
沿
と
な
わ
れ
る
通
常
の
事
態
で
は
所
得
税
は
か
ぎ
り
た
く
繰
一
位
へ

b
れ
、
半

永
久
的
に
支
払
れ
な
い
か
ら
、
所
得
税
の
期
間
配
分
を
お
こ
左
う
必
要
は
な
い
と
い
う
見
解
(
以
ド
「
正
常
状
態
不
要
論
」
と
略
称
す
る
)

を
表
明
し
た
こ
と
は
、
本
研
究
の
第
三
部
で
す
で

K
詳
諭
L
ι
L
通
り
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
「
会
計
制
究
公
報
第
四
四
号

《
改
訂
版
》

|
1定
率
償
却
」
(
旧
第

7
第
二
・
第
一
一
円
ヲ
グ
ラ
フ
は
旧
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
受
継
が
れ
、
旧
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
み
が
改
訂
さ
れ
て
第

四
・
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
分
化
し
、
え
ら
に
、
第
六
・
第
七

と
と
ろ
が
、
最
迂
に
至
り
右
の
よ
う
友
当
'
初
の
見
解
は
放
棄
さ
れ
、

第
八
・
第
九
ハ
ラ
グ
ラ
フ
か
ら
な
る
「
討
論
」
の
部
が
あ
ら
た
に
附
加
さ
れ
た
)
で
は
、
所

得
税
の
期
間
配
分
は
一
般
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
(
以
下
「
必
要
論
」
と
略
称
す
る
)
に
変
化
し
て
い
る
。

公
益
事
業
の
料
金
決
定
政
策
と
矛
盾
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
除
外
規
定
を
設
け
て
い
る
J

(
た
だ
し
、
¥
「
必
要
論
」
が

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
急
速
税
務
減
価
償
却
の
登
場
に
よ
っ
て
生
じ
た
所
得
税
の
期
間
配
分
問
題
に
関
す
る
会
計
手
続
委
員
会

の
新
し
い
見
解
を
詳
細
に
知
る
た
め
、
増
補
改
J

訂
さ
れ
た
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
」
か
ら
第
四
・
第
五
・
第
七
・
第
八
・
第
九
バ

ラ
グ
ラ
フ
を
抜
出
し

τ紹
介
し
(
ほ
と
ん
ど
手
官
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
第
一
・
第
二
・
第
二
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
本
研
究
の
第
一
一
一
部
で
す
で
に
紹

急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
げ
に
る
所
得
税
金
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

第
六
号

九



急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
「
る
所
得
税
金
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

第
六
号

回。

介
済
で
あ
る
し
、
を
た
第
一
ハ
ハ
ラ
グ
ヲ
ア
は
そ
れ
ら
の
要
約
で
し
か
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
)
、

つ
ぎ
に
改
訂
の
理
由
を
探
る
た
め
、
改

計
の
経
緯
に
ふ
れ
て
い
る
若
干
の
資
料
を
考
察
し
、
最
後
に
所
得
税
の
期
間
配
分
を
し
て
い
円
る
優
勢
な
実
務
に
治
さ
れ
て
超
保
守
主
義

へ
急
速
に
傾
斜
し
た
利
潤
概
念
が
改
訂
を
推
し
進
め
た
主
動
因
で
あ
ヮ
た
こ
と
士
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号

《
改
訂
版
》
」
白
主
柱
で
あ
る
「
必
要
論
L

に
た
い
し
私
な
わ

J

に
批
判
を
加
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。

ω
Z
E
E
E
H
k
t
S
2
5
r
g
o同
K
F
R
E
E
E
Z
L官
邸
自
R
F
gロ
自

Z
p
a
l
l内
需
主
主
旬
、
扇
町
宮
内
五
与
号
室
主
刊
誌
h

」
守
口
号
、
一
2N邑
E
F

日
由
日
目
ヨ
切
目
白

川
刷
拙
稿
「
急
速
税
務
減
価
償
却
の
生
成
主
本
質
L

、
経
済
論
叢
、
昭
和
三
三
年
一
月
号
、
ご
二
一
凶
頁
、
参
照
ロ

ゆ
同
-
』

kf
昌
弘
子
司
円

川
判
同
九
同

k
f
N
F
R
-
S
N
ω
1
2

同
州
拙
稿
「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
企
業
会
計
上
の
減
価
償
却
」
、
経
詩
論
叢
、
昭
和
コ
一
三
年
七
月
号
、
三
九
究
凹
頁
u

『
四
、
定
率
法
が
所
得
税
の
た
め
に
採
用
さ
れ
、
他
の
適
当
な
方
法
が
財
務
会
計
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
繰
延
べ
ら
れ
る
所
得
税
に
た
い
し
、
も
し
当
該
金
額
が
重
要
で
あ
る
な

b
ば
、
会
計
的
認
識
が
向
け
ら
れ
な

け
れ
ば
な

b
な
加
。
た
だ
し
、
モ
の
上
う
な
手
続
を
不
適
切
と
す
る
か
も
し
れ
在
い
特
別
た
事
情
が
存
在
す
る
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
の

べ
ら
れ
る
よ
う
な
稀
な
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
繰
延
ベ
所
得
税
白
会
計
附
認
識
に
関
す
る
前
述
の
規
定
は
、
単
一
の
資
産
ま
た

は
大
体
同
じ
時
に
除
去
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
資
産
グ
ル
ー
プ
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
K
は、

〔
耐
用
年
数
の
〕
初
期
日
諸
年

度
に
所
得
税
の
た
め
の
減
価
償
却
は
〔
財
務
会
計
の
た
め
の
そ
れ
を
〕
超
過
す
る
が
、
後
期
の
諸
年
度
に
反
対
の
状
態
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。



一
定
期
間
租
税
白
繰
延
べ
が
お
こ
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
モ
れ
は
、
異
る
耐
用
年
数
を
有
し
、
か
つ
継
続
的
に
取
替

え

b
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
多
数
の
一
構
成
単
位
か
ら
な
る
資
産
グ
ル
ー
プ
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
初
期
の
諸
年
度
に

そ
し
亡
、

所
得
税
の
た
め
の
減
価
償
却
は
超
過
す
る
が
、

そ
の
後
所
得
税
の
た
め
の
年
度
減
価
償
却
と
〔
財
務
〕
会
計
の
た
め
の
そ
れ
と
の
問
に

実
質
的
な
均
衡
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
モ
し
て
、
初
期
の
諸
年
度
に
形
成
さ
れ
る
租
税
繰
延
ベ
は
そ
の
後
比
較
的
一
定
に
と
ど
ま
る
傾

向
と
た
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
モ
れ
は
、
次
第
に
拡
長
す
る
設
備
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
所
得
税
?
た
め
の
減
価
償
却

は
初
期
の
者
年
度
の
み
な
ら
ず
拡
張
期
間
の
各
年
度
に
お
い
て
も
超
過
し
、
租
税
の
繰
延
へ
は
拡
張
期
聞
が
続
〈
か
ぎ
り
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
。
』

『
五
、
課
税
所
得
と
財
務
〔
会
計
上
の
〕
利
益
と
の
問
の
差
額
の
累
積
額
が
長
期
間
ま
た
は
無
限
に
縦
続
す
る
こ
と
が
令
理
的
に
推
定

L
う
る
場
合
に
は
、
繰
延
ベ
租
税
勘
定
へ
貸
記
す
る
よ
か
わ
り
に
、
所
得
税
の
た
め
の
将
来
の
控
除
可
能
性
の
喪
失
を
認
め

τ、
関
連
せ

ア
モ
キ
ゼ
]
シ
ヨ
シ

る
租
税
効
果
を
当
該
〔
償
却
〕
資
産
に
適
用
さ
れ
る
追
加
的
た
特
別
償
却
ま
た
は
減
価
償
却
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
、
ど
ち

b
か
と
い

う
と
よ
り
適
切
で
あ
る
。
』

(
組
税
引
下
げ
額
減
価
償
却
加
算
法

p
o
E
P戸
。

E{白
4
3
E
Z
E
D
-
2
5
-
z
P
O
E
M
z
a
5
E
S
E
E宮
3

れ
た
報
告
書
治
上
び
他
の
原
資
料
の
研
究
は
、
重
要
託
金
額
が
含
ま
れ

τ
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

『
七
、
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
の
発
表
以
来
、
当
委
員
会
は
当
公
報
の
適
用
品
三
含
む
事
例
?
観
察
し
、
研
究
し
て
き
た
。
公
表
さ

ア
カ
ウ
ン
ウ

一
般
〔
財
務
〕
会
計
に
治
け
る
繰
延
べ
所

得
税
白
認
識
は
、
租
税
の
支
払
が
比
較
的
長
い
期
間
繰
延
ベ

b
わ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
費
用
ー
と
収
益
の
適
正
な
対
応
を
達
成
し
か
っ

利
益
の
歪
み
を
さ
げ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
と
と
を
指
示
し
た
。
ど
の
結
論
の
妥
当
性
は
、
加
速
〔
逓
減
〕
償
却
法
が
所
得
税
の
た
め

に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
大
概
の
会
社
は
そ
の
結
果
生
ず
る
所
得
税
の
繰
延
べ
に
た
い
し
認
識
を
向
け
る
か
、
ま
た
は

γ
モ
4
T
ゼ
イ
シ
ヨ
ン

毛
れ
に
か
わ
り
固
定
資
産
陀
適
用
さ
れ
る
累
積
的
な
特
別
償
却
ま
た
は
減
価
償
却
〔
引
当
金
〕
勘
定
に
適
当
た
貸
記
を
す
る
と
と
に
よ
り
、

急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
金
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

第
六
号

四



急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
士
討
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

凶

同

第
六
日
勺

同

当
該
資
障
の
原
価
の
所
得
税
の
た
め
白
将
来
の
控
除
可
能
性
の
喪
失
を
認
識
し
て
W
る
こ
と
を
指
示
し
た
当
委
員
会
の
研
究
か
ら
確
証

さ
れ
る
υ
』

『
八
、
多
く
の
〔
公
益
事
業
の
料
金
〕
税
制
機
関
百
四
Z
F
Z
h
H
E
p
o岳
山
由
は
〔
財
務
〕
会
計
の
た
め
お
よ
び
(
ま
た
は
)
糾
金
決
定

の
た
め
に
繰
延
ベ
所
得
税
の
認
識
を
承
認
し
て
い
る
。
モ
れ
に
反
し
て
方
干
心
規
制
機
関
は
承
認
し
℃
W
な
円
。
当
委
民
会
は
、
そ
れ

等
が
二
つ
の
は
的
に
繰
一
色
町
へ
所
得
税
の
認
識
を
承
認
す
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。
し
か
し
た
が

b
、
繰
延
べ
所
得
税
の
賞
用
算
入
が
料

金
決
定
の
た
め
に
志
認
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
も
し
所
得
税
の
た
め
だ
け

ω定
率
償
却
の
制
期
心
控
除
か
ら
結
呆
す
る
将
来
の

所
得
税
の
増
加
分
が
将
来
の
料
金
決
定
に
沿
い
て
承
認
さ
れ
る
己
と
が
合
理
的
に
期
待
さ
れ
う
る
な
ら
ば
、
会
計
的
認
識
が
租
税
心
繰

延
へ
に
た
い
し
て
向
け
b
れ
る
必
要
は
泣
い
。
』

『
丸
、
繰
延
べ
所
得
税
の
会
計
が
適
切
で
左
い
稀
託
事
態
に
お
い
て
は

繰
延
べ
所
得
税
の
金
額
陀
つ
い
て
の
〔
脚
注
に
よ
る
〕
完

全
社
表
示
が
在
さ
れ
る
へ
き
で
あ
る
。
』

(
脚
注
表
示
丘
呂

-
c
E
E
S
i
戸
口
C
H
O
)

『
十
、
委
員
会
は
、

一
九
瓦
四
年
以
後
の
諸
年
度
に
お
い
て
繰
延
ベ
所
得
税
心
会
計
的
一
認
識
を
し
て
W
た
い
場
合
に
た
い
し
当
公
報

の
規
定
を
適
加
す
品
際
に
は
、
当
公
報
の
発
表
後

ω諸
期
間
に
つ
い
て
お
ζ

た
わ
れ
る
記
入
は
一
九
五
四
年
以
後
に
取
得
さ
れ
定
率
償

却
が
税
務
の
た
め
に
選
択
さ
れ
た
全
〔
償
却
〕
資
産
に
も
と
ず
く
べ
き
で
あ
る
。

も
し
糊
及
的
な
修
正
が
過
年
度
に
た
い
し
た
さ
れ

る
な

b
ば
、
当
該
修
正
は
総
額
で
た
さ
れ
る
か
ま
た
は
将
来
山
適
当
な
期
間
に
組
織
的
に
累
積
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
』

ω
改
訂
前
む
「
会
副
研
究
公
報
第
四
四
号
」
で
は
、
公
益
事
業
の
所
得
税
会
計
に
つ
い
て
一
言
も
り
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

A
I
A
研
究
主
任
C

・

G
ブ
ロ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
会
計
研
究
公
報
第
四
回
号
」
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
『
辿
肯
の
事
態
で
は
』
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
押
入
し
て
そ
の
結
論
を
制
定
し
た
わ
け
は
、
会



計
干
続
委
員
会
が
繰
延
べ
所
得
税
の
金
計
的
問
識
が
特
に
重
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
槙
々
の
事
態
が
あ
る
だ
ろ
う
と
悟
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
公
益

事
業
は
当
委
員
会
が
特
に
考
ぽ
を
は
ら
っ
た
事
態
に
入
る
。
委
員
会
は
公
益
事
業
に
つ
い
て
は
繰
延
べ
租
税
が
特
に
重
要
と
な
る
多
く
の
ケ
ー
ス
を

心
に
描
い
た
。
(
ロ
-
z
m
H
y
n
R
E
Pロ
ロ
守
山

)
t
I
P
2
0
E
H
E
H何回門戸
b
hロハ問
!
E
m
司
百
三
。
日
m
J
M
Jぬ
L

『QRERNHGH
』
2
E王
室
内
子
町
oc-

-SFMV-
町
一
ド
)

倒

』

HnHUkfno自
国
号
理

E
T
2
E江
田
四
方
。
n
E
g
H
O
¥民
目
。

E

E
四
国
o
m
O
R各
国

己
E
E
Z
0
・
t
a
o
g
o且
)
1
1
2
n
-
Eロ問

国
民
山
口
。
。
ロ

-
4
5
2
E
5ロ
J
U寸言
h
。号
JNG向
。
、
』
町
内
。

5HNRMEUJkrHHFHEP-u町
田

H
印

N・

「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
《
改
一
訂
版
》
」
は
一
九
五
七

l
一
九
五
八
年
度
会
計
手
紙
委
貝
去
の
全
メ
ン
バ
ー
一
一
一
名
の
同
誌
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
五
名
の
委
員
は
限
定
意
田
討
を
付
し
て
同
意
し
て
い
る
こ
と
に
汁
仕
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

∞
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
む
勧
告
に
た
い
す
る
県
議

ハ
ル
ボ
ー
ス
ン
(
出
色
〈
O
B
O回
)
は
、
第
山
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
す
で
に
(
一
九
五
三
年
六
月
に
〕
繰
延
ベ
所
得
税
の
会
計
的
認
識
を
勧
告
し
た
(
た

だ
し
、
『
納
税
巾
告
書
と
損
裕
計
算
書
と
り
闘
の
特
殊
な
差
額
が
比
較
的
長
期
間
に
わ
た
っ
て
規
則
的
に
反
復
す
る
見
込
が
あ
る
場
合
に
は
、
当

B

節
は
畏
卦
し
な
い
」
と
除
外
虹
定
を
設
け
て
い
た
)
寸
人
民
計
研
定
公
報
第
四
三
号
第
一
口
章

B
節

I
1所
得
税
」

O
改
正
で
あ
り
、
現
に
存
在
す
る

勧
告
に
重
要
な
変
更
を
加
え
石
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

倒
第
凹
で
ブ
グ
ラ
フ
の
除
外
規
定
(
そ
れ
と
関
係
す
る
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
む
最
後
の
セ

γ
テ
ソ
ス
と
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
)
に
た
い
す
る
反
対

パ
ー
ン
ズ
(
国
E
-
E
)
と
グ
レ

1
ア
ム
(
白

E
F
m
E
)
は
、
公
益
事
業
(
鉄
道
秒
台
む
)
の
肘
務
会
計
と
料
金
比
定
の
た
め
に
所
得
税
の
期
間
配
分

を
認
め
な
い
公
話
事
業
の
料
金
規
制
機
関
(
た
と
え
ぽ
川
際
交
通
委
民
会
I
C
C
)
の
政
策
に
譲
事
し
て
設
け
ら
れ
た
除
外
規
定
に
反
対

L
、
会
計

原
則
は
利
誌
を
う
る
た
め
に
嵩
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
公
益
事
業
を
古
む
あ
ら
ゆ
る
会
社
に
等
し
く
適
用
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
規

制
機
関
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
会
計
規
定
(
料
金
決
定
規
定
)
は
一
般
に
認
め
ら
れ
た
会
計
原
則
に
反
し
て
い
る
、
と
主
張
し
た
。

ゆ
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
勧
告
(
そ
れ
に
関
連
す
る
討
論
〉
に
た
い
す
る
反
対

ク
ェ
一
一
ン
グ
ス
(
目
。
ロ
ロ
国
四
回
)
a
L
乙
ポ

1
ウ
ェ
ル
(
】
v
o
d
司
巴
-
)
は
、
租
税
の
繰
研
一
ベ
が
実
質
上
部
久
的
な
租
税
帥
械
と
な
Z

ぬ
よ
う
な
場
合
に
繰
延
べ

所
得
税
の
期
間
配
分
を
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
な
お
彼
等
は
「
会
計
研
究
公
報
第
四
三
号
節
一

O
章

B
節

i
1所
得
税
」
の
見
解
に
重
要
な
変
更

を
加
え
る
手
段
に
減
何
償
却
に
関
す
る
研
究
公
報
を
偶
然
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。

急
速
税
務
減
価
慣
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
金
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

n 

前川市

ι
ヘロ勺

f
-
2
一

四



急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
会
計
の
体
守
主
義

第
八
十
四
巻

四
二
六

第
六
号

回

目

「
ア
メ
リ
カ
〔
公
認
会
計
十
〕
協
会
会
計
手
続
委
員
会
の
見
解
が
逆
転
す
る
と
と
は
珍
ら
し
い
出
来
事
で
あ
る
」
が
、

い
か
な
る
理

由
か
ら
、

「
正
常
状
態
一
不
要
論
」
か
ら
「
必
要
論
」
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
り
問
い
に
答
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、

こ
己
一
、
二
年
間
の
「
会
計
士
雑
誌
」
そ
の
他
を
調
。
へ
て
み
る
と
、
改
訂
の
経
緯
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
い
く
つ
か
り
資
料
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
た

切
C
・
G
-
プ
ロ

l
(
A
A
I
A
研
究
主
任
)
編
「
会
計
と
院
企
の
諸
問
題
L

(
一
九
五
七
年
八
月
号
)

「
会
計
肝
究
公
報
第
四
四
号
」
の
公
表
以
来
、
モ
の
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
明
白
で
な
く
、
か
っ
委
員
会
の
意
図
と
一
致
し
な
い
解
釈

が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
証
拠
が
蓄
積
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
繰
延
べ
所
得
税
の
期
間
配
分
を
省
略
す
る
実
務
か
ら
、
純
益
の
重
要

な
歪
み
が
生
じ
た
多
く
の
事
例
が
あ
る
だ
ろ
う
と
信
じ

b
れ
た
の
で
、

一
九
瓦
七
年
夏
の
会
計
手
続
委
員
会
心
会
合
に
お
い
亡
「
会
計

研
究
公
報
第
四
四
号
」
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
実
務
に
あ
げ
る
結
果
を
考
察
す
る
と
と
を
任
命
さ
れ
た
「
公
報
第
四
四
号
に
つ
い
て

ω経

験
研
究
分
科
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
当
分
科
委
員
会
は
一
九
五
七
年
一

O
月
に
聞
か
れ
る
予
定
の
会
計
手
続
委
員
会
江
沿
い
て
全
メ

y
バ
l
K
報
告
す
る
こ
と
が
求
め

b
れ
た
。

ω
J
・
R
・
ジ
ョ
ン
ス
の
全
国
会
計
士
協
会
研
究

γ
リ
I
ズ
『
減
価
償
却
会
計
の
現
行
実
務
』

ハ
一
九
五
八
年
)
に
た
い
す
る
書
評

五
五
社
の
減
価
償
却
実
務
に
つ
い
て
調
査
し
た
全
国
会
計
士
協
会
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
税
務
会
計
で
逓
減
償
却
法
主
選
択
し

な
が
ら
、
財
務
会
計
で
は
い
ぜ
ん
と
し
て
定
額
法
ま
た
は
生
産
両
比
例
法
を
使
用
し
続
け
て
い
る
会
社
は
五
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た

八
民
参
照
〕
が
、

モ
れ
b
は
い
ず
れ
も
所
得
税
の
期
間
配
分
を
し
て
い
友
い
。

モ
の
理
由
は
一
般
に
、

ω繰
延
べ
所
得
税
の
金
額
は
重



要
で
た
円
、
例
現
在
節
減
さ
れ
た
所
得
税
は
償
却
資
産
白
継
続
的
拡
張
が
期
待
さ
れ
る
か

b
か
ぎ
り
な
く
繰
延
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
と

H
う
二
点
に
あ
っ
む
。

J
-
R
・
ジ
ョ
ン
ズ
に
上
れ
ば
、
第
一
の
理
由
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
の
理
由
に
は
基
準
が
な
い
。
多
分
ζ

れ
b
の
会
社

は
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
サ
L

に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
会
計
土
は
、
当
公
報
は
通
常
の
事
態
で
は
繰
延
ベ
所
得
税

は
認
識
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
点
で
健
全
で
在
い
、
と
感
じ

τ
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
モ
の
改
訂
が
研
究
き
れ
て
い
る
。
資
産
の

継
続
的
拡
張
が
期
待
さ
れ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
減
価
償
却
基
準
的
違
い
か

b
生
ず
る
繰
延
〈
所
得
税
の
期
間
配
分
は
無
制
し
え

社
い
会
計
原
則
で
あ
る
。
継
続
的
な
償
却
資
産
の
取
替
え
は
租
税
の
支
払
を
将
来
へ
準
か
に
延
期
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

繰
延
べ
租
税
白
大
き
さ
は
比
較
的
一
定
に
と
ど
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
〔
し
か
し
〕
い
か
た
る
場
合
に
も
、
健
全
な
会
計
は
繰
延
べ
租
税

の
会
計
的
-
認
識
を
要
求
す
る
。

同

w
A
・
バ
ー
ル
(
証
券
取
引
委
員
会
S
E
C
先
任
会
計
調
査
官
)
が
一
九
五
七
年
六
月
に
の
ベ
た
談
話

「
級
数
逓
減
償
却
ま
た
は
定
率
償
却
が
税
務
の
た
め
に
請
求
さ
れ
た
が
、
定
額
償
却
が
、
繰
延
べ
租
税
に
つ
い
て
の
修
正
を
お
己
な

う
己
と
な
く
、
帳
簿
上
継
続
さ
れ
た
多
〈
の
事
例
が
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
ひ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
実
務
か
ら
結
果
す
る
〔
表
示
〕
利
益
の

向
上
は
い
く
つ
か
の
事
例
に
沿
い
て
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
、
税
務
上
の
利
得
に
等
し
い
附
加
的
な
金
額
を
計
算
に
入
れ
た
〔
財
務
〕

諸
表
の
修
正
が
、
そ
の
不
履
行
は
ハ
財
務
〕
諸
表
を
重
大
な
誤
り
に
導
き
入
れ
る
も
む
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
理
由
か

b
、
民
求
さ
れ

た。」同
開

R
・
5
・
ジ
ョ

y
ズ
「
所
得
税
の
配
分
」

(
一
九
五
八
年
九
月
号
〕

「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
の
元
の
叙
述
で
、
逓
減
償
却
に
関
す
る
委
員
会
心
勧
告
は
、
繰
延
べ
所
得
税
の
会
計
的
部
識
を
強
制
的

急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
「
る
所
得
税
会
計
内
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

tュ

第
六
号

四
三E



急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
会
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

ノ¥

第
六
号

四
プミ

友
も
の
と
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
任
意
と
し
た
。
明
b
か
に
委
員
会
の
大
多
数
は
今
平
そ
の
よ
う
な
会
計
は
強
制
的
な
も
の
で
た
け
れ
ば

た
ら
在
い
と
感
じ
て
い
る
。
」

ω
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
《
改
訂
版
ど
に
つ

w
て
の
「
会
計
士
雑
誌
』
の
論
説
二
九
五
八
年
八
月
号
)

繰
延
〈
所
得
税
に
た
い
す
る
引
当
に
反
対
す
る
人
々
に
よ
っ
て
一
一
つ
の
主
要
な
論
拠
が
も
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
の
論
拠
は
、

設
備
が
か
ぎ
り
た
く
拡
張
ま
た
は
取
替
え
ら
れ
る
見
込
が
あ
る
会
社
で
は
、
古
H
設
備
の
〔
附
用
年
数
の
一
〕
後
期
の
諸
年
度
に
お
け
る
低

hv
減
価
時
間
坤
か
ら
生
ず
る
高
h
租
税
は
新
し
い
設
備
ま
た
は
収
替
え
白
〔
高
い
〕
減
価
償
却
〔
か
ら
生
ず
る
低
い
租
税
〕
に
よ
っ
て
継
続
的

に
相
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
将
来
の
税
率
と
特
定
の
会
社
の
将
来
の
利
益
は
き
わ
め
て
不
確
実
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、

租
税
の
繰
延
べ
を
予
測
す
る
努
力
は
恐
ら
く
信
頼
し
が
た
い
、
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
二
の
論
拠
で
あ
る
。

第
一
の
論
拠
に
た
い
し
て
は
、
減
価
償
却
は
個
々
の
設
備
に
の
み
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
か

b
、
相
殺
効
果
は
お
か
ど
ち
が
い
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
第
二
の
論
拠
に
つ
い
て
、
繰
延
ベ
租
税
に
た
い
し
引
当
を
す
る
こ
と
を
提
議
し
士
人
々
は
、
若
干
の
不
確
実
性

に
も
か
か
わ

b
ず
、
繰
延
ベ
租
税
に
た
い
す
る
引
当
を
お
こ
た
れ
ば
、
そ
の
金
額
が
た
と
え
厳
倍
に
正
し
く
た
い
に
し
て
も
引
当
を
し

た
場
合
よ
り
も
よ
り
〔
表
示
一
利
益
を
歪
め
る
こ
と
と
た
る
、
と
主
張
し
た
。

「
会
計
手
続
委
員
会
が
〔
会
計
研
究
〕
公
報
第
四
四
号
を
改
訂
す
る
決
定
を
す
る
に
あ
た
り
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
力
を
も
ヮ
た
も
の

は
明
ら
か
に
最
後
の
ギ
張
で
あ
ヮ
た
。
」

ωW・
I
・
グ
レ
ー
プ
ム
(
ノ

l
ス
カ
ロ
ヲ
イ
ナ
大
学
会
計
苧
教
授
、
会
計
手
続
委
員
)
が
サ
イ
ラ
キ
ュ

l
ズ
大
学
で
の
ア
メ
リ
カ
会
計
学

会
年
次
大
会
(
一
九
五
八
年
八
月
三
七
日
)
で
お
こ
な
っ
た
報
告

プ
白
ピ
ツ
タ
ピ
リ
テ
イ

「
損
益
計
算
書
は
過
去
の
営
業
の
結
果
争
報
得
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
読
者
に
と
っ
て
の
有
用
性
は
将
来
の
営
業
の
収
益
性



2
V
ト
ロ
ー
ル

の
評
価
|
|
管
理
の
計
画
化
ー
ー
の
基
準
と
し
て
の
妥
当
性
に
主
と
し
て
依
存
し

τ
い
る
。
」

表

産業会社(即日~90 社. 1954~57年〕

1 所得税のために逓減償却法を選択したことを報告した会社 20% 

2，①の会社りうち所得税のためにのみ逓減償却法を用いた会社 60%

3 ②の会社のラも繰延べ所得税にたいし引当を Lた会社 8C拍

第

7的も

86% 

14骨

Graham. W. J “Income Tax A1iocation 九 Account1nl1Rev"e'W. Jan. 1959. 

凹 22-23. [“ Al1ocation of Income Taxes 九 The Journal of Accoω~tancy. 

J an. 1959， P. 65. J 

注1. q~定または専用剰余金 (restricted 町田propriate surplus) として晴扱うこの

方法見区分刻余盆怯(thesegrega臼ふ皿rplusmethod)と呼ばれている.

公益事業会社 (335社， 1957年)

1，所得税のために逓減償却法を選択したことを報告した会社

(全会社が所得税のためにDみ使用する〕

2 ① 0去社むうち繰延ペ所得税を収益〔矛Ij説〉ヘ賦課した会社

a 繰延べまたは発生所得税引当金 72切

b，特定または専用刺余S
ω積立金 2特

(2) 持分 9% 

C，減価償却引当金 3% 
3 ① D会社。うち繰延べ所得税にたいし引当をしない会主上

急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
金
計
白
保
守
主
義

所
得
税
費
用
に
つ
加
℃
、
別
受
収
益
山
適

切
な
認
識

(HUH-
。
目
。
】
司
口
目
。
一
回
E
Z
O
ロ
H
A
U
Z
居
《
H
O
向。円
HIm-

。同

n
H
o
a
s
s
-
B日
o
E同
@
同
日
)
O
-
E
O
)

を
し
な
け
れ

ば
、
そ
由
時
に
報
告
さ
れ
る
純
益
は
読
者
を
し
て
恐
b
く

将
来
白
収
益
力
白
過
大
評
価
へ
と
導
く
で
あ
ろ
う
。
逓
減

償
却
法
が
税
務
上
使
用
さ
れ
、
定
額
償
却
が
財
務
会
計
で

-
記
録
さ
れ
亡
い
る
場
合
に
生
ず
る
所
得
税
の
減
少
は
、
当

期
の
収
益
に
反
映
さ
る
べ
き
費
用
の
直
接
的
節
減
と
考
え

る
べ
き
で
な
〈
、
将
来
の
諸
年
度
へ
配
分
さ
る
べ
き
前
受

収
益
と
し
亡
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
所
得
税
支
払
の

減
少
に
た
い
し
て
収
益
を
適
当
な
期
間
へ
繰
延
べ
な
け
れ

ば
、
当
期
純
益
の
過
大
表
不
全
結
果
し
、
モ
れ
は
損
益
計

算
書
の
「
外
部
の
」
読
者
を
し
て
将
来
の
収
益
力
に
関
す

る
正
し
か
ら
ざ
る
結
論
へ
と
導
吉
、
あ
る
い
は
将
来
の
営

業
の
管
盟
の
た
め
の
計
画
編
成
に
ゐ
い
て
「
内
部
の
者
」

の
判
断
を
歪
め
る
で
あ
ろ
う
。

右
む
よ
う
な
考
慮
が
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
」
の

都
八
十
四
巻

四
二
九

第
六
号

四
七



改
訂
に
あ 名
た送
り税
会務
計減
手刊!

讐自
E を

京め
云ぐ
に る
影所
盟得

E 予
士こ 許
」 の

忠{!fと
わ守
れ主

え"'義

第
八
十
四
巻

四

0 

第
六
号

~ 
ノ又

所
得
税
の
た
め
の
逓
減
償
却
法
の
使
肘
と
関
連
し
た
一
所
得
税
白
血
分
の
実
務
が
、

「
会
計
研
究
公
報
第
四
凶
号
〈
改
訂
版
》
」
の
発
表

以
前
で
さ
え
、
か
友
り
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
、
会
計
手
続
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
た
会
社
実
務
に
つ
い
て
の
詳
細
な
一
覧
表

(
第
二
表
)
か
ら
え
ら
れ
る
。

ω
]凶

E
H
Eロ
p
r
r
k
F
2
2旦
旨
四
回
mEmwHnH同
国
己
古
門
戸
ロ

Z
o
E
同
0
4戸
∞
旦
)
ヨ
『
宮
'
『
言
、
吉
見
。
同
』
町
内
QaaHQ3nHUEPZ四・

5
g
u
H】

E
N四・

例
目
】
。
広
岡
F
n
o同
日
目
的
古
(
邑
)

R

』のの
O
E
Eロ
関
山
口
巳
〉
戸
仏
E
P伺
可

E
Z⑦日
ω
J
同
寸
君
」
F
E
3
旦
。
」
ご
山
町
内
主
主
望
号
、
』
口
問
・

HU匂
w
世・

8

州
問

Z』
k
P
E
L
r
司
日
吋
h

∞・

川
明
』
。
ロ
o
m
-
H
F
u
《
目
。
尋
問
雪
山
富
m
Y
』
号
室
王
宮
句
出
向
さ
尽

F
O
E
-
H申目白・

]U
戸己目

ω
『
O
H
E
P
同
m
f
F
m
・
--E-onEHOロ
C
『同ロ
E
B
O
叶
n
M
g
J
U
1宮
L

『E
3
1
。H
』
2
。
民
主
E

4・
目
。
司
同
呂
印
mw
喧
・
ぉ

バ
ー
ル
は
そ
の
後
に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
繰
延
べ
所
得
税
の
期
間
間
八
汀
の
必
要
性
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
亡
い
る
。

租
税
り
修
正
を
支
持
し
な
い
論
拠
は
、
修
正
が
な
い
た
め
に
生
ず
る
財
務
諸
表
と
の
問
の
刊
誌
の
差
異
は
数
年
後
に
は
消
え
う
せ
、
異
積
L
た
差

額
に
つ
い
て
祖
税
は
決
L
亡
支
払
わ
れ
な
い
で
あ
る
う
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
平
準
化
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
の
一

0
年
間
ま
た
は
そ

れ
以
上
白
期
間
に
お
よ
ぶ
初
期
の
諸
年
度
に
お
い
て
は
、
証
券
は
急
速
に
向
上
す
る
(
表
示
〕
刺
益
ー
ー
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
継
続
さ
れ
な
い
±
と
は

明
白
で
あ
る
|
|
の
出
況
に
よ
勺
て
服
売
さ
れ
う
る
。
将
来
白
推
定
を
な
す
こ
と
は
会
計
士
の
業
務
で
は
一
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
将
来
の
合
理
的
見

通
し
に
つ
い
て
投
資
家
を
誤
噂
す
る
よ
う
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
巧
た
た
ら
ぱ
、
過
去
の
刺
益
の
表
示
を
確
認
す
る
権
利
を
会
計
士
は
も
っ

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
(
出
回
口
wIPロハ同日
F
E
E
D
E
E己
同
呂
。
H
H
E立
。
円
宮
四
百
E
E
4
h
r問。ロ
E
o
m
J
吋
言

'
F
R
3邑
久

』

2
0民
主
富
4
・

可
。
ぴ

H
回
目

P
唱
廿

N
@
ω

。・

右
の
よ
う
に

S
E
C
の
先
任
会
計
調
査
官
が
「
必
要
請
」
を
表
明
し
た
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

R

S

ジ

ョ
ン
ズ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
U
べ
て
い
る
。

一
九
四
四
年
二
一
月
に
は
じ
め
て
所
得
税
白
期
間
配
分
を
勧
告
し

t
「
会
計
研
究
公
報
第
二
三
号
』
|
|
所
得
税
申
金
計
」
が
発
表
さ
れ
た
時
、

S

E
C
の
会
計
y
タ
ゥ
フ
は
所
得
税
配
分
原
則
を
認
め
な
か
っ
た
。

5
ι
c
c結
論
は
一
九
四
五
年
二
月
一
六
日
の
「
会
計
連
続
泊
牒
五
三
号

1
1



所
得
税
に
か
わ
る
費
用
算
入
の
問
題
に
つ
い
て
」

(
P
2
E旦
E
四∞
E
自
国
巳

E
S
E
O目

2
1ム
ロ
己
ド
。
巴
巳
け
買
え

A
E
H問。
m
E
H
L
2

E
E
E
E∞
寸

E
n
g
.
〕
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
が
、
所
得
税
の
期
間
配
分
は
拒
否
さ
れ
た
。

S
R
Cは
そ
の
後
公
式
に
右
む
通
牒
を
廃
来
も
し
な

け
れ
ば
改
訂
も
し
て
い
な
い
が
、

S
E
Cは
現
在
所
得
税
の
配
分
自
原
則
を
認
め
る
状
態
に
あ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
明
解
で
あ
る
。
(
同
。
宮

HEw
住
民
-

H

U

U

A

匹日

i
品一円)

同
叫
す
}
】
ロ
ωe
肘
町
広
占
喧
品
田
・
ジ
ョ
ン
ズ
は
、
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
《
改
訂
版
》
」
に
夏
向
か
ら
反
刻
す
る
意
民
を
表
明
し
て
い
る
内

正
常
状
態
市
要
(
脚
注
表
示
)
諭

l
l償
却
資
産
の
増
加
が
年
々
大
体
同
額
ず
つ
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
繰
延
べ
所
得
税
引
当
金
は
多
か
れ

少
な
か
れ
恒
久
的
な
刊
さ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
会
祉
の
活
動
期
間
に
決
し
て
支
払
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
所
得
税
に
つ
い
て
引
当
を
お
こ
な
う
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
非
論
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
」
(
訟
子
。
お
〉
「
私
は
彼
等
〔
会
社
〕
が
脚
注
ま
た
は
他
心
適
当
な
方
法
に
よ
る
表
一
軍
を
付

加
し
て
、
そ
う
〔
繰
延
ベ
所
得
税
を
報
告
〕
す
る
こ
之
を
認
む
べ
き
で
あ
る
と
胤
う
」
(
邑
広
三
『
E
V

一

公
益
事
業
の
除
外
諭
|
|
「
披
規
制
産
業
〔
公
益
ヰ
業
〕
の
料
金
形
成
は
金
計
以
外
の
諸
要
嵩
を
青
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
料
金
決
定
の
た
め

に
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
資
料
の
作
成
が
財
描
話
去
り
作
成
を
青
む
合
計
か
ら
分
離
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
長
い

H
で
み
れ
ば
当
世

得
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
」
(
宏
子

]γ

九
毘
)

叶
究
公
報
不
糊
及
品
問

l
l
「
一
九
五
八
年
に
承
認
さ
れ
た
〔
研
究

f

公
報
は
一
九
五
七
年
の
財
務
諸
表
へ
適
用
さ
れ
る
も
の
と
若
倣
さ
れ
る
必
要

は
な
い
。
一
九
五
八
年
の
〔
ア
メ
り
カ
金
計
士
〕
協
会
会
計
手
続
委
員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
公
報
の
一
九
五
七
午
以
前
の
会
計
年
度
へ
の
適
用

を
会
計
士
が
主
張
す
る
こ
と
は
特
に
不
適
切
で
あ
ろ
う
。
」

Q
E
n
p
口
島
心

同
W

恒
任
門
。
ロ
巴

(
P
O
S
E件
ト
ロ
四
国

2
2
2
F
回
忌
EH同
M
Z
P
E
同
吉
田
旦
)uNF礼
子
司
自
・

仙

明

日

E
r昌
二
司
口
E
己
T
E
H図
。
。
目
。

4
m
w
M
〉巴。

B
円。ロ

J
』
内
向
。
提
唱
え
N
s
h
p
s隠さ
u
y
p
H
C
3・
5
・
5
i
E
〔
EKF]-onmEOD
丘

E
O
O
B
O

口語
ω
J
M去、

LFR司
君
目
。
H
』。

2
5
5
9
H
E
-
-
ω
g・
3
3
!
2
〕

「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
《
改
訂
版
》
」
で
は
「
和
税
引
下
げ
栢
械
何
償
却
加
害
法
」
を
よ
り
適
切
な
方
法
と
し
て
勧
告
し
た
場
合
を
の
ぞ
け

ば
、
繰
延
べ
所
得
税
の
会
計
的
認
識
の
方
法
に
つ
い
て
明
一
目
し
て
い
ほ
い
が
、
従
来
会
計
手
続
委
員
会
は
所
得
税
の
期
間
配
分
法
と

L
て
支
品
が
繰

延
べ
ら
れ
る
租
税
額
を
未
払
費
用
と
し
て
取
扱
う
「
未
払
費
用
法

F
H
w
t
F口
且
戸
山
E
r司
日
旦
宮
内
山
」
を
推
奨
し
て
い
た
か
ら
、
こ
こ
で
も
陪

黙
説
に
「
未
払
費
用
法
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
主
こ
ろ
が
、
会
計
手
続
委
員
で
あ
る
グ
レ
ー
プ
ム
は
、
カ
ナ
ダ
公
一
認
会
計

急
速
税
務
減
仰
悦
却
を
め
ぐ
る
所
持
税
合
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

第
六
号

四
九



急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
く
る
所
得
税
会
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四

第
六
号

五:
(コ

士
協
会

C
I
C
A
会
計
監
査
研
究
委
員
会
が
そ
の
「
研
究
公
報
第
一
心
号
」
マ
揺
奨
L
τ
い
る
と
こ
ろ
の
租
税
節
減
額
を
凹
受
収
益
と
し
て
取
扱

う
「
前
受
収
益
法
匹
。

E
h耳
目
且

2
a
E
己
O
H
Z
E
を
主
張
し
て
い
る
。

c
I
C
A
会
計
・
監
査
委
員
ム
E

で
「
前
受
収
益
法
」
を
勧
告
し
て
い

た
こ
と
は
す
で
に
本
研
究
の
節
目
制
「
急
速
税
務
減
価
償
却
と
所
得
税
の
期
間
配
分
」
(
経
時
論
叢
、
昭
和
三
四
年
二
月
号
、
三
五

i
三
七
頁
)
で

詳
論
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
グ
レ
ー
プ
ム
に
よ
れ
ば
、
「
前
受
収
益
法
」
で
は
将
来
の
期
間
の
税
率
と
課
税
所
得
に
つ
い
て
の
問
題
が
生
ず
る
余

地
は
な
い
。
(
そ
れ
に
た
い
し
「
未
払
費
用
法
」
で
は
将
来
支
払
わ
ね
ば
た
ら
な
い
所
得
税
制
を
決
定
す
る
た
め
に
は
布
。
二
つ
の
要
因
白
予
測
が

不
明

K
で
あ
る
。
)
と
い
う
わ
け
は
、
こ
の
方
法
忙
よ
れ
ば
、
前
受
収
誌
と
し
て
支
払
わ
れ
な
か
っ

t
所
得
税
額
は
当
期
に
最
格
的
に
決
定
さ
れ
、

あ
と
は
そ
り
年
度
所
属
の
問
題
対
け
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。

(
N
R
弘
-
L
u
-
N
H

〔N
R
h
H
V
匂

E
・〕)

な
お
、
ク
レ
ー
プ
ム
は
、
川
仰
で
紹
抗
し
た

R

S

・
ジ
ョ
γ
ズ
な
ど
り
正
常
状
態
不
要
ハ
脚
注
表
一
日
)
論
、
公
徒
事
業
除
外
論
、
研
究
公
報
不
測

及
諭
に
た
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に
反
駁
し
て
い
る
。

正
常
状
態
不
要
(
脚
注
京
一

5
諭
批
判
1

1
納
税
者
が
設
備
を
年
々
取
得
し
、
先
取
り
減
価
償
却
に
よ
り
政
府
か
ら
無
利
子
の
貸
付
を
受
る
か
ぎ

勺
、
未
払
残
高
は
楢
加
す
る
で
あ
ろ
う

Q

年
々
同
一
規
模
で
設
備
が
弔
得
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
設
備
白
耐
用
年
数
が
つ
き
る
ま

で
持
続
し
、
ぞ
の
後
一
定
額
に
ー
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
年
々
拡
大
さ
れ
た
規
院
で
設
備
が
取
得
さ
れ
る
場
合
に
は
、
未
払
残
高
は
そ
れ
以
後
も
僅
か

に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
つ
ぎ
の
止
う
な
こ
左
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
所
符
税
法
(
凱
則
〕
を
改
正
し
て
、

追
加
酌
貸
付
。
取
消
し
(
急
速
税
務
減
価
償
却
の
廃
止
)
、
貸
付
条
件
の
改
訂
〔
加
速
度
の
引
下
げ
、
急
速
税
務
減
仙
償
却
の
適
用
資
産
の
制
限
た

ど
え
ば
耐
周
年
数
一
口
年
以
上
の
償
却
へ
の
制
限
)
、
芦
ら
に
旧
貸
付
の
支
払
条
件
の
変
更
な
ど
が
お
こ
な
う
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
納
税
者
は

あ
る
年
度
に
匝
得
し
た
設
備
に
つ
い
て
逓
減
似
却
法
を
諌
択
し
な
い
で
貸
付
を
受
ず
、
ま
た
は
過
去
に
取
得
し
に
設
備
心
償
却
法
を
早
期
に
(
巨
額
法

へ
切
換
え
て
以
前
田
貸
付
に
た
い
す
る
返
済
の
割
合
を
ふ
や
す
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
設
備
を
早
期
に
(
税
務
上
の
簿
価
を
か
な
り
超
え
た
価
格

で
)
処
牙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
未
払
残
高
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
た
だ
ち
に
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
あ
お
年
度

の
設
備
眠
得
が
減
少
し
た
た
め
、
当
該
年
度
に
利
用
し
う
る
貸
付
は
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
、
追
加
的
な
貸
刊
を
こ
え
る
貸
付
返
済
す
な

わ
ち
未
払
残
高
D
減
少
を
ひ
き
お
こ
す
か
も
し
れ
な
い
多
く
の
偶
然
性
が
存
在
す
る
ロ
い
か
な
る
企
業
も
こ
れ
ら
の
危
険
か
ら
ま
り
が
れ
る
こ
之
は

お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
の
い
ず
れ
も
繰
延
べ
所
得
税
に
つ
い
て
心
負
債
心
一
部
を
満
期
、
と
し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
累
積
額
を
減
少
さ

せ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
政
府
と
納
税
者
と
の
悶
円
借
入

1
返
済
関
係
は
継
続
的
に
信
用
売
が
な
さ
れ
る
場
合
の
売
手
と
買
手
と
の
閑
の
関
係



と
あ
ま
り
違
わ
な
い
し
、
ま
た
銀
行
の
短
期
信
用
の
継
続
的
な
利
用
と
も
そ
う
逮
わ
な
い
。
考
え
ら
れ
る
陪
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
態
に
お
い
て
、
企

業
利
益
の
建
全
な
報
告
は
和
税
負
悼
の
「
永
久
的
た
繰
延
べ
」
生
排
除
す
る
。
(
呂

E
-
-
8
5
!日
目
E
q
t
子
百
円
y
m
p
l
己
、
司

NIB-〕)

「
忠
は
財
務
諸
表
の
脚
注
の
価
値
に
つ
い
て
ジ
ョ
ン
ズ
氏
に
同
立
す
る
。
し
か
し
、
思
は
脚
注
が
建
全
な
会
計
実
務
の
代
用
物
で
あ
る
と
は
信
じ

な
い
。
」
〔
寺
弘
.
、
出
回
目
白
・
〕

去
益
事
業
除
外
諭
批
判
!
!
l
公
益
事
業
会
社
が
税
務
の
た
め
に
の
み
逓
減
償
却
怯
を
用
い
て
い
る
場
合
に
、
公
益
事
業
委
員
会
が
繰
延
べ
所
得
税

を
認
識
せ
ず
、
そ
れ
会
料
金
に
織
込
む
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
、
前
喪
者
へ
一
笹
口
政
府
初
動
金
が
与
え
ら
れ
る
。
料
金
に
影
響
を
及
恒
す
他
の
要

因
を
無
視
す
れ
ば
、
大
体
耐
周
年
数
の
刷
三
分
の
一
の
期
聞
に
料
金
吋
次
第
に
低
下
し
、
そ
の
後
耐
周
年
数
が
終
る
ま
で
次
坊
に
増
加
し
、
ほ
ぼ
現

行
水
埠
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
こ
と
は
急
辿
税
務
減
償
却
を
認
め
た
議
会
心
意
図
を
ほ
と
ん
ど
反
映
し
て
い
な
い
o
Q
R
子
甘
沼
〕

研
究
会
報
不
糊
及
前
批
判

l
l
「
担
は
〔
ア
メ
り
カ
公
認
会
引
士
〕
協
会
の
会
計
研
究
公
報
が
糊
及
力
を
有
ず
べ
き
で
な
い
と
い
う
ク
ョ
ン
ズ
氏

に
同
意
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
実
務
が
統
一
的
実
務
と
し
て
柿
告
さ
れ
た
公
報
が
発
表
き
れ
る
以
前
に
か
な
り
の
年
度
に
わ
た
り
支
持
者
を

え
、
か
っ
多
く
の
事
態
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
き
た
場
合
に
は
、
会
社
経
営
者
が
彼
等
の
財
務
報
告
書
唱
す
べ
て
を
当
該
宍
務
と
一
致
さ
せ
る
あ
ら

ゆ
る

E
当
な
努
力
を
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
る
べ
き
で
あ
る

D

」
〔
宮
子

RV
可
毘
〕

四

さ
て
、

こ
れ
ま
で
不
必
要
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
長
々
と
「
会
計
研
究
公
報
第
四
回
号
し
改
丙
の
経
緯
を
物
語
っ
て
い
る
若
干
の
資
料

を
整
現
し
て
害
き
並
へ
亡
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
通
読
し
て
み
る
と
、
税
務
目
的
に
の
み
逓
減
償
却
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
も
し

所
得
税
の
期
間
配
分
を
治
己
た
れ
ば
企
業
利
益
は
過
大
表
示
と
な
っ
て
歪
め

b
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
一
認
識
が
改
一
訂
に
も
っ
と
も
大
き

な
影
響
を
あ
た
え
に
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
改
訂
さ
れ
た
研
究
公
報
第
七
。
で
ア
グ
ヲ
フ

』
エ
グ
レ
ー
プ
ム
の
指
摘
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
会
計
手
続
委
員
D
会
引
的
思
考
の
産
物
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
か
な
り
一
般
化
し

急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
ゐ
所
得
税
全
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
番

四

第
六
号

主



急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
ぐ
る
所
得
税
会
引
の
保
守
中
土
義

第
八
十
四
幸

四

回

第
六
号

ア

ヰ

た
所
得
税
の
期
間
配
分
実
務
心
理
論
的
反
映
で
あ
る
。
ハ
だ
か
ら
、
改
訂
さ
れ
た
研
究
公
報
は
第
入
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
わ
ざ
わ
ざ
除
外
規
白
止
を
設
庁
、

一
部
の
公
益
事
業
料
金
規
制
機
闘
の
料
金
決
定
政
筑
に
さ
か
ら
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
J

と
の
と
と
は

S
E
C
の
非
公
式
の
見
解
が
所
得
税
の

期
間
配
分
を
支
持
す
る
側
へ
移
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
た
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
正
し
い
利
益
を
求
め
る
た
め
に
は
所

得
税
の
期
間
間
分
手
続
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
利
益
概
念
が
改
訂
の
主
動
因
で
あ
っ
た
と
と
は
問
達
い
む
な
い
事
実
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
改
訂
の
基
礎
と
た
ヲ
た
利
益
概
念
を
検
討
す
れ
ば
、

「
必
要
論
」
へ
切
換
え
た
改
訂
白
当
否
は
沿
の
ず
か
ら
判

断
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

ず
で
に
白
ペ
た
よ
う
に
、
改
訂
前
の
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
」
は
、
多
く
の
設
備
の
取
替
え
が
規
則
的
に
治
と
な
わ
れ
、
ま
た

は
設
備
の
漸
次
的
拡
長
が
み
ら
れ
る
正
慣
な
事
態
で
は
、
租
税
は
か
ぎ
り
た
く
繰
延
b
れ
、
半
氷
久
的
に
支
払
わ
れ
な
い
か
ら
、
租
税

債
務
は
存
在
し
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
正
常
状
態
不
要
論
」
の
論
拠
を
お
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

し
た
「
会
計
研
究
公
報
第
四
四
号
《
改
一
訂
版
》
」
は
、
右
白
ょ
う
も
仏
所
得
税
の
半
永
久
的
な
繰
延
べ
が
お
こ
る
こ
と
を
一
応
認
め
た
が

b
、

租
税
債
務
白
存
在
主
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
グ
レ
ー
プ
ム
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

寸
必
要
論
」
を
あ
ら
た
に
勧
告

継
続
的
に
商
業
信
用
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
あ
る
買
掛
金
が
支
払
わ
れ
て
も
、
モ
れ
と
同
時
に
同
額
の
掛
買
を
す
れ
ば
、
依
然

と
し
て
買
掛
金
残
高
は
一
定
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
企
業
が
成
長
す
る
場
合
に
は
残
高
は
絶
え
ず
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
関
係
は
ま
た
銀
行
か

b
の
短
期
借
入
金
の
場
合
に
も
存
在
す
る
。
税
務
目
的
に
の
み
逓
減
償
却
法
が
用
い

b
れ
る
場
合
を
含
む

右

D
Z
う
な
事
態
に
お
い

τは、
一
定
の
負
債
が
存
在
す
る
。
繰
延
べ
租
税
に
た
い
す
る
引
当
金
は
語
の
完
全
一
た
意
味
に
治
け
る
負
債

で
あ
る
の
逓
減
償
却
法
か

b
生
ず
る
〔
耐
用
年
数
台
初
期
日
租
税
文
払
の
減
少
は
」
初
期
の
租
税
費
用
の
減
少
で
た
い
己
と
は
明
白
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
が
将
来
よ
り
高
い
支
払
士
契
約
し
た
場
合
に
の
み
初
期
白
低
い
支
払
い
が
可
能
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
グ
レ
ー
プ
ム
の
よ
う
に
「
必
要
論
」
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
商
業
信
用
・
銀
行
信
用
と
(
急
速
税
務
減
価
償
却
に
よ
る
)
無

利
子
の
国
家
信
用
を
同
一
視
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
υ

結
論
を
先
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
在
混
同
は
治
よ
そ
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
無
利

子
の
国
家
信
用
は
読
ん
で
字
の
如
〈
利
子
は
つ
い
て
い
在
い
(
そ
れ
が
急
速
税
務
減
価
償
却
に
よ
る
税
務
上
自
利
調
で
あ
る
)
が
、
尚
業
信
用

晶
、
銀
行
信
用
は
あ
き

b
か
に
刺
子
を
支
払
わ
ね
ば
借
入
れ
る
こ
と
は
治
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
c

利
子
が
付
い
て
友
い
よ
う
に
み
え
る
商

業
信
用
の
場
合
に
は
明
ら
か
に
現
金
売
の
際
の
商
品
価
格
が
利
子
相
当
額
だ
け
一
品
く
た
っ
て
い
る
。
こ
の
工
う
な
利
付
信
用
・
無
利
子

信
用
と
い
う
羨
異
は
そ
れ
ら
が
継
続
的
に
あ
た
え
ら
れ
る
場
合
に
も
っ
と
も
顕
著
な
も
の
と
な
る
。
買
掛
金
(
マ
イ
ナ
ス
利
子
部
分
〕
ま

た
は
銀
行
借
入
金
の
残
高
が
借
換
え
に
よ
り
一
定
に
と
ど
ま
る
場
合
の
説
在
価
値
は
継
続
的
に
支
払
わ
れ
る
利
子
の
割
引
現
伽
で
あ
り
、

帳
簿
残
高
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
無
利
子
信
用
の
現
存
価
値
は
満
期
に
返
済
さ
れ
る
金
額
白
割
引
現
価
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ

れ
が
半
永
久
的
に
借
換
え
ら
れ
る
場
合
に
は
満
期
日
は
い
つ
忙
な
っ
て
も
到
達
し
た
い
か
ら
、
か
り
に
適
当
な
割
引
率
(
た
と
え
ば
一

O

品
川
)
で
割
引
現
価
を
求
め
て
も
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
零
に
等
し
い
金
額
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

己
の
場
合
に
は
明
b
か
に
負
債
は
存
在
し
な

ν、
。

設
備
を
継
続
的
に
取
替
え
る
投
資
政
策
を
と
っ
て
い
る
企
業
で
は
、
急
速
税
務
減
価
償
却
白
利
用
に
よ
っ
て
節
減
さ
れ
た
所
得
税
は

の
ち
に
支
払
わ
れ
て
相
殺
さ
れ
る
己
と
な
く
、
真
の
減
税
と
た
る
で
あ
ろ
ム
ノ
u

し
か
も
、
設
備
を
漸
次
附
に
拡
張
す
る
政
策
を
立
て
て

い
る
企
業
で
は
、
か
か
る
利
得
は
途
中
で
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
な
〈
、
継
続
的
に
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
減
税
と
い
う
形

の
政
府
補
助
金
を
ほ
ぼ
確
実
に
入
手
し
た
場
合
花
、
所
得
税
の
期
間
配
分
を
お
こ
た
え
は
、
右
の
よ
う
な
政
府
補
助
金
は
費
出
の
中
に

吸
収
さ
れ
て
、
損
益
計
算
は
利
益
の
過
少
表
示
を
と
い
う
形
で
も
っ
て
か
え
っ
て
歪
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
い
か
な
る
場
合

で
あ
っ
て
も
所
得
税
が
節
減
さ
れ
た
時
点
で
モ
れ
が
将
来
絶
体
に
相
殺
さ
れ
な
い
と
い
う
保
証
を
う
る
己
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し

急
速
税
務
減
価
償
却
を
め

rる
所
得
税
去
計
の
保
守
主
義

第
八
十
同
巻

四
三
五

第
六
号

五



急
速
税
務
減
価
償
却
を
め
「
る
所
得
税
会
計
の
保
守
主
義

第
八
十
四
巻

四
三
六

第
六
号

五
回

在
が
ら
、

一
度
節
減
さ
れ
た
所
得
税
が
の
ち
に
相
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
偶
然
的
危
険
の
不
可
避
性
を
や
た
ら
に
強
調
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
所
得
税
の
「
永
久
的
繰
延
べ
」
白
可
能
性
を
過
少
評
価
し
、

「
半
偶
発
債
務
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
た
い
す
る
引
当
を
主
張

す
る
グ
レ

l
ア
ム
の
論
理
は
ま
さ
に
「
超
保
守
主
義
」
の
典
型
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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